
教材紹介 

【読解の練習用ワークシート】 

 〇国語の授業中に 10 分程度で取り組む 

 〇市販の読解用ドリルは、物語文が多く状況がイメージしにくかったり、設問の数が少なかったりして扱いにく

い 

  ので、子どもたちが体験したことや状況を把握しやすいと思われることを選び問題文を作成している 

 

１．低学年用 

 〇短い文章を読み、答えを問題文から選び答えることが中心 

 〇はじめて読解問題に取り組む子どもたちに使用する 

 〇いろいろなパターンの設問を用意し、的確に答えられるようにする 

 〇「どうして」と理由を答える設問にも答えられるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．中学年用 

〇子どもたちが書いた作文を利用し問題文を作る 

〇題を付ける設問を含める：自分で作文を書く時の練習を兼ねる 

〇単語の意味を答える設問を含める：ことばについての知識が少しでも増えるようにするため 

〇理由を答える設問を複数用意する 

〇問題文から答えを選ばず、自分で考えて答える設問を含める 
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